
 

12 月 14、17 日に開催された建設常任委員会で

は、県営住宅の問題を取り上げました。

横須賀市にも、かもめ団地や津久井浜団地など

の県営住宅がありますが、この間、日本共産党県

議団に県内各地の県営住宅にお住いの方から、県

営住宅の修繕や老朽化対策を求める声が相次いで

寄せられています。

ある団地からは外壁が崩落した、県営住宅内の

木が大きくなりすぎて危ないので伐採してほしい

など、日常の管理、維持修繕とともに緊急に対応

しなければいけない状況が報告されています。

現在、県は県営住宅ストック総合活用計画に基

づいて古くなった県営住宅の建て替えや修繕など

を進めていますが、住民の要望に沿った対応は遅

れている状況です。

特に県営住宅は高齢化が進み、障害を持った方

や生活困窮者が多いのが実情です。住まいは人権

という観点をしっかり持ち、住環境の改善に取り

組む必要があります。

そして、老朽化対策と長寿命化対策などをさら

に促進するために予算の増額も含めた対応が必要

であると求めました。

また、行政からは県営住宅の指定管理者の選定

基準の改正について報告がありました。私は、選

定基準の中に障害者雇用の観点を評価に入れるこ

とや管理者が仕事を外部に発注する際には、障害
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2016 年がスタートしました。

昨年は、多くのみなさんのご支援で県議会に

送り出していただきました。アッという間に 9

か月が過ぎましたが、この間の環境の変化に驚

くばかりです。

その中でも、県議選の中で訴えた、中学校給

食実施に向けた支援や小児医療費助成の拡充、

介護保険制度の改善、大学生への給付制奨学金

の創設、原子力空母の母港化撤回と防災対策の

強化など、市民の願いを取り上げることができ

たのは本当にうれしいことでした。

今年は参議院選挙があります。戦争法の廃止、

地域経済の活性化、貧困対策、社会保障の削減

をやめさせることなど、多くの政治課題があり、

非常に重要な 1年になると思います。

昨年成立した戦争法(安全保障関連法)は、立

憲主義、民主主義、平和主義に反するものとし

て多くの国民が反対をしました。

特に、米軍基地や自衛隊を抱える神奈川県や

横須賀市にとっては、重要課題です。みなさん

と一緒に戦争法廃止に向けた取り組みを進める

よう頑張ります。

今年は暖かい正月でしたが、市民・県民のみ

なさんから寄せられた願いや期待に応え、暖か

い政治が実現できるよう

この 1年も頑張ります。

今年も、多くのみなさん

のさらなるご支援をよろ

しくお願いいたします。

新年にあたっての抱負 戦争法廃止と県民要望の実現

県民の期待に応える 1 年に

庭に咲いた季節外れのモッコウバラ

管理者に障害者雇用の観点を



者雇用を進めている特例子会社や就労支援の事業

所を採用することを評価の基準に入れる必要があ

ると指摘しました。

昨年1月に策定された「県立高校改革基本計画」

を具体化するために、今年 1 月に「県立高校改革

実施計画」が発表されました。

実施計画の期間は、2027 年度までの 12 年間で

4 年ごとに分割してⅠ期からⅢ期までの計画とし

ています。

改革の柱は、①質の高い教育の充実(生徒の希

望にこたえます)、②学校経営力の向上(生徒の学

びを支える環境を整えます)、③再編・統合等の

取り組み(生徒の多様性にこたえます)が 3 つの柱

となっています。

この 3 つの柱の中でも一番注目されたのが、高

校の統廃合でした。計画期間の 12 年間で 20 校か

ら 30 校を削減することが示され、第Ⅰ期では、5

つの学校を削減しようとしています。

三浦半島地域では、横須賀明光高校と大楠高校、

三浦臨海高校と平塚農業高校初声分校が統合され

ることとなっています。

この統合計画では「公教育の保障の観点から、

生徒数の動向に対応した学校数・学級数を確保」

と述べられています。これは今後の生徒数の減少

に合わせるという意味と思われますが、神奈川県

の生徒数は、他県と比較すると大幅に減少すると

想定されていません。

この計画は、1 学年のクラス数を今より増やし、

高校の大規模化を進める方向が示されています。

私が先日視察した横須賀明光高校は、2008 年

に岩戸高校と統合し、現在は、国際科と福祉科の

単位制高校となっています。

各科とも 1 学年で 2 クラスずつの計 4 クラスと

生徒数が少ないため、少人数での授業を推進して

います。しかし、統合されれば、少人数授業は実

質的に不可能となります。これまで特徴としてい

たその良さがなくなるのではないでしょうか。

県立高校改革では「スチューデント・ファース

ト(生徒の学びと成長にとって何が必要かという

視点を最優先にする)」という理念を掲げていま

すが、学校統廃合の問題を考えると財政削減が優

先されているように感じます。

11 月 29 日にはハイランド 2 丁目自治会館、12

月 12 日は長沢台町内会館で議会報告会を行いま

した。

いずれの地域でも県議会議員となって初めての

議会報告で、これまで 8 か月の議会活動を中心に

話をしました。参加者はそれぞれ約 20 名ぐらい

でしたが、県政以外にも戦争法のことや介護など

の社会保障についても意見が出されました。

今回のようにいろいろな地域で議会報告をして、

できるだけ身近な県議会となるようにこれからも

努めたいと思います。

12 月 16 日に観音崎公園パークセンターの開所

式が行われました。

この場所は以前、青少年

の村があった場所で、私も

青少年の村の存続を求めて

いました。

今回のリニューアルでは

歴史的建造物としての価値

を生かし、木骨レンガ造り

で再現されました。

今後、市民、県民に親し

まれる施設として、活用の

充実が求められます。
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議会報告会を開催しました

高校の統廃合で５校削減

県立横須賀明光高校：神奈川県のホームページから転載


